
月

氏

の

伊

存

に

つ

い

て

定

方

晟

仏
教
の
中
国
伝
来
に
関
す
る
伝
承
の
な
か
で
、
魏
略
の
そ
れ
は
大
き

な
重
要
性
を
も

つ
。
こ
の
伝
承
は
直
接
的
、
間
接
的
に
い
ろ
い
ろ
な
文

献
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
三
国
志
の
斐
松
之
注
に
み
ら
れ
る
伝
承
を

示
し
て
み

よ
う
。
議
論
の
都
合
上
、
前
後
の
文
章
を
非
ゴ
チ
ッ
ク
体
で

添
え
て
お
く
。

天
竺
又
有
神
人
名
沙
律
。
昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
子
景
盧
受
大
月
氏
王

使
伊
存
口
受
浮
屠
経
。
日
復
立
者
其
人
也
。

西
洋
の
学
者
で
早
く
こ
の
記
事
に
触
れ
た
も
の
に
レ
ミ

ュ
ザ
、

ボ
ー

(
1
)

チ
エ
、
カ

ニ
ン
ガ

ム
ら
が
い
る
。
ポ
ー
チ

エ
は
右
の
記
事
を
次
の
よ
う

に
訳
し
た
。

漢
の
哀
帝
の
元
寿
元
年

(西
紀
前
二
年
)
、あ
る
学
識
者
の
弟
子
で
あ
る
景

(2
)

盧
が
大
月
氏
王
の
使
者
、
伊
存
口
と
い
う
も
の
を
迎
え
、
一
仏
典
を
受
け
た
。

カ

ニ
ン
ガ
ム
は
こ
の
記
事
に
基
き
、
西
紀
前
二
年
に
大
月
氏
が
中
国

に
使
節
と
仏
典
を
送

っ
た
こ
と
、
し
た
が

つ
て
イ
ン
ド
は
西
紀
前
に
す

(3
)

で
に
大
月
氏
に
征
服
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
を
結
論
し
た
。

ス
ペ
ク
ト
は
太
平
簑
宇
記

(十
世
紀
)
、
通
典

(九
世
紀
)
、
通
志

二

二
世
紀
)
、
に
含
ま
れ
る
類
似
の
記
事
を
対
照

し
、
後
二
者

に
し
た
が

つ
て
問
題
の
記
事
の
二
番
目
の

「受
」
を

「授
」
と
訂
正
し
、
通
典
に

し
た
が
つ
て

「
日
復
立
」
の
前
に

「国
」

の
字

を
補
い
、
次
の
よ
う
な

訳
を
示
し
た
。

中
イ
ン
ド
に
沙
律
昔
と
い
う
名
の
聖
人
が
い
た
。
漢
の
哀
帝
の
元
寿
元
年

に
、
こ
の
博
士
の
弟
子
で
あ
る
景
盧
が
大
月
氏
王
の
使
者
、
伊
存
口
と
い
う

も
め
を
迎
え
、
か
れ
に
一
仏
典
を
授
け
た
。
そ
の
仏
典
に
は

「
こ
の
国

(
イ

ン
ド
)
に
お
い
て
新
た
に

(王
座
に
)
立
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
も
の
、
そ
れ

(
4
)

は
こ
の
男
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
つ
た
。

ス
ペ
ク
ト
の
解
釈
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
記
事
は
イ
ン
ド

に
お
い
て
イ
ン
ド
人
の
景
盧
が
大
月
氏
の
使
者

を
迎
え
た

こ
と
を
述

べ

る
も
の
で
あ
る
と
し
た
こ
と
と
、
大
月
氏
は
ま
だ
イ
ン
ド
侵
入
前

の
段

階
に
あ
り
、
大
月
氏
か
ら
イ
ン
ド
に
送
ら
れ
た
使
者
は
仏
典
を
-
授

け
る
ど
こ
ろ
か
-
受

け
と
つ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ス
ペ

ク
ト
は
こ
の
文
を
予
言
の
形
を
と

つ
た
歴
史
的
記
録
と
解
釈
し
た
。
す

な
わ
ち
、
伊
存
口
の
原
音
は
o
u
c
h
k
aで
あ
り
、
そ
れ
は
ラ
ー
ジ

ャ
タ

月
氏

の
伊
存

に

つ
い
て

(定

方
)
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月
氏

の
伊
存

に

つ
い
て

(
定

方
)

ラ

ン
ギ

ニ
ー

に
現

わ

れ

る

ト

ル
シ

ュ
カ

三

王

の
初

代

フ

シ

ュ
カ

で
あ

っ

て
、

使

者

フ

シ

ュ
カ

が
西

紀

前

二
年

の
あ

と
、

つ
ま

り

西
紀

一
世
紀

に

(
5
)

イ
ン
ド
の
王
に
な
る
に
至

つ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、

レ
ヴ

ィ
は
、
景
盧
は
中
国
人
で
あ
り
、
大
月
氏
は
仏

教
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
授
け
た

(教
え
た
)
の
だ
と
反
論
し
、
次
の

(6
)

よ
う
な
訳

を
考
え
た
。

国
立
学
院
の
正
規
学
生

(
e
l
e
v
e
 
t
i
t
u
l
a
i
r
e
 
d
u
 
i
m
p
e
r
i
a
l
e
)

で

あ
る
景
盧
は
大
月
氏
の
王
の
使
者
を
迎
え
た
。
か
れ
は
口
頭
で
仏
典
を
受

け
、
そ
れ
を
記
憶
し
た
。

レ
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、
景
盧
は
漢
の
武
帝
が
設
け
た

「
博
士
弟
子
」
の

ポ
ス
ト
に
あ
る
れ

つ
き
と
し
た
申
国
人
で
あ
る
。
ま
た
伊
存
口
の
口
は

音
訳
文
字

で
は
な
く
、
次
の
受
に
つ
け
て
考
え
る
べ
き
語
で
あ
る
。
伊

存
の

「伊
」
は
指
示
代
名
詞
、
「
存
」
は
動
詞

「
保
存
す
る
」
c
o
n
s
e
r
v
e
r

(7
)

で

あ

る

か
ら
、

「
伊

存
」

の
意

味

は

「
か

れ

は

記

憶

し
た

」

と
な

る
。

レ
ヴ

ィ
は

ド

ゥ
ヴ

ェ
リ

ア

の
解

釈

「
景

盧

は

大

月

氏

王

か

ら

伊

存

へ

の
使

い

の
役

を

仰

せ

つ
か

つ
た

」

を

も

紹

介

し

て

い

る
。

ド

ゥ
ヴ

ェ
リ

ア
に

よ

る

と
、

伊

存

と

は

ウ
デ

ィ
ヤ

ー

ナ

か

ウ

ッ
ジ

ャ
イ

ニ
ー

の

こ
と

で
あ

る

と

い
う
。

レ
ヴ

ィ

は

カ

ニ
シ

カ
王

な

ら

中

国

人

を

イ

ン
ド

へ
の

使

者

と

し

て
徴

用

す

る

こ

と
も

可

能

で
あ

る

と

コ
メ

ン

ト
を

付

し

て

い

(
8
)

る
。

(
9
)

こ
れ

に
対

し

て

ス

ペ

ク

ト
が

反

駁

を

お

こ
な

い
、

レ
ヴ

ィ
が

ま

た

自

(1
0
)

説
を
弁
護

し
た
。

レ
ヴ
ィ
は
い
う
、
自
分
は
魏
略
が
ま
だ
存
在
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
時
期
に
近
い
七
世
紀

の
文
献

(弁
正
論
、
沙
門
不
応
拝
俗
等

事
、
広
弘
明
集
)
を
援
用
し
て
自
説

(
月
氏
は
仏
教
を
-
受

け
た
の
で
は

(
1
1
)

な
く
-
授

け
た

の
だ

と
い
う
説
)

を
補

強

す

る

こ

と

が

で

き

る
、

と
。

レ
ヴ

ィ
は
弁

正

論

P

(
本
論
付
録

の
文
献
集
参
照
)

を

代

表

と

し

て

と

り

(
1
2
)

あ
げ
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

前
漢
の
哀
帝
の
と
き
に
秦
景

(
=
景盧
)
が
月
氏
国
に
赴
い
た
。
そ
の
王
は

自
分
の
息
子
で
あ
る
皇
太
子
に
命
じ
て
、
仏
教
を
口
授
さ
せ
た
。
秦
景
は
中

国
に
還
つ
た
が
、か
れ
が
齎
し
た
仏
経
は
道
経
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
つ
た
。

レ
ヴ

ィ
は
こ
れ
ら
仏
教
文
献
の
伝
承
に
信
を
お
い
て
、
「受
…
…
使

」

に

つ
い
て
の
さ
き
の
訳
、
す
な
わ
ち

「
景
盧
が

使
者

を
迎
え
た
」
を

(
1
3
)

「景
盧
が
使
者
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
に
変
え
て
い
る
。
次

に
シ
ャ
ヴ

ァ
ン

(1
4
)

ヌ
が
魏
略
を
翻
訳
し
、

そ
の
注
の
な
か
で
こ
の
問
題
を
論
じ
た
。

か
れ

の
訳
は
-

昔
、
哀
帝
の
元
寿
元
年
に
博
士
弟
子
で
あ
る
景
盧
が
大
月
氏
へ
の
使
い
を
拝

命
し
た
。
王
は
自
分
の
皇
太
子
に
か
れ

(景
盧
)
に
対
し
仏
経
を
口
授
す
る

こ
と
を
命
じ
た
。

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
れ
ば
、
景
盧
は
正
し
く
は
景
憲
で
、

こ
の
二
つ

は
秦
景

(
=
後漢
明
帝
派
遣
の
秦
景
)
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
「受

…
…
使

」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
景
憲
が
使
い
す
る

(歴
代
三
宝
紀
、
弁

正
論
P
)
、
往
く

(
破
邪
論
、
釈
迦
方
志
、
法
苑
珠
林
)
、
至
る

(弁
正
論
P
)

と
す
る
文
献
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
「
伊
存
」
は

P
等

の

「令
太
子
」

の
書
き
損
じ
で
あ
る
。
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シ
ャ
ヴ

ァ
ン
ヌ
の
こ
の
翻
訳
を
ペ
リ
ォ
が
書
評
し
た
。
ペ
リ
オ
は
伊

存
に

つ
い
て
は
シ
ャ
ヴ

ァ
ン
ヌ
同
様
、
令
太
子
の
誤
写
と
考
え
た
。
と

(1
5
)

く
に

「
太
子
」
は
接
近
し
て
書
か
れ
る
と

「存
」
に
ま
ち
が
わ
れ
易

い
、

(
1
6
)

と
。
ペ

リ
オ
は
こ
の
見
解
を
そ

の
後

も
保
持
し
て

い
る
。
景
盧
、

景

慮
、
景
憲
、
秦
景
、
秦
景
憲
に
つ
い
て
は
、
秦
景
を
原
形
と
考
え
た
。

伊
存
に
関
す
る
議
論
は
フ
ラ
ン
ス
で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

ド

(1
7
)

(
1
8
)

イ
ツ
人

の
フ
ラ
ン
ケ
や
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ

ェ
ア
も
こ
れ
に
言
及
し
た
。

ウ

ェ
ア
は
伊
存
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
や
ペ
リ
オ
の
見
解
を
踏
習

し
、
令
太
子
發
伊
存
と
注
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
藤
田
豊
八
、
羽
田
享
、
白
鳥
庫
吉
、
境
野
黄
洋
、
春
日

(
1
9
)

礼
智
、
重
松
俊
章
、

石
川
博
道
、
塚
本
善
隆
な
ど
が
問
題
の
記
事
に
触

れ
て
い
る
が
、
白
鳥
は
こ
の
記
事
を
信
ぜ
ず
、
石
川
は
疑
い
、
他
の
学

者
た
ち
は
お
お
む
ね
信
じ
て
い
る
。

私
自
身
は
こ
の
伝
承
を
伝
え
る
諸
文
献
を

一
般
の
史
書
類
と
、
仏
教

徒
の
そ
れ
と
の
二
群
に
分
け
、
前
者
に
信
頼
を
お
く
。
前
者
の
う
ち
、

た
と
え
ば
三
国
志
の
斐
松
之
注
、
世
説
新
語

の
劉
孝
標
注
、
通
典

(北

宋
版
)
を
並
べ
て
み
る
と
、

こ
れ
ら
の
文
献
は
た
だ

一
つ
の
事
実

を
実

に
正
し
く
伝
え
て
い
る
と
の
感
を
深
く
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「む

か
し

漢
の
哀
帝

の
元
寿
元
年
に
博
士
弟
子
で
あ
る
景
盧
が
、
大
月
氏
王
の
使

者
で
あ

る
伊
存
が
浮
図
経
を
口
授
す
る
の
を
受
け
た
」
と
い
う
事
実
で

あ
る
。

斐
松
之
注
と
劉
孝
標
注
で
は

「
受
」
と

「伝
」
の
違
い
し
か
な
い
。

斐
松
之
注
の

「受
」
は
他
の
文
献
を
参
照
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「授
」

の
誤
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
劉
孝

標
注
の
「
伝
」
は

「授
」

と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
劉
孝
標

は

「授
」
が

「
受
」
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で

「伝
」
に
変
え
た

の
か
も

し
れ
な
い
。
通
典
の

「
匿
」

は

「
盧
」
が
字
形

の
類
似
に
よ

っ
て
誤
写

さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
他
の
文
献
の

「慮
」
や

「憲
」
も
同
じ
理
由

に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
仏
教
書
に
表
わ
れ
る
記
事
は
、
瓢
正
論
を
除
け
ば
、

一
般
の

史
書
類
と
か
な
り
相
違
を
示
す
。
あ
る

一
群
の
文
献
で
は
、
伊
存
が
令

太
子
と
な

つ
て
い
る
。

こ
れ
は
魏
略
の
文
を

「
…
…
景
盧
受
大
月
氏
。

王
使
伊
存
口
受

(授
)
浮
図
経
」
と
切

つ
た
た

め
に
起

つ
た
と
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
結
果
、

王
使
の
使

は
名
詞

(使

者
)
で
は
な
く
動
詞

(せ
し
め
る
)
と
解
さ
れ
、

王
使
以
下
は

「
王
は
伊

存
に
浮
図
経
を
口
授
さ
せ
た
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
使
は
二
義
性

を
さ
け
る
た
め
に
令
に
書
き
か
え
ら
れ

る
。
「
伊
存
」
は
太
子
を
意
味

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て

「
太
子
」
に
書
き
か
え
ら
れ
た
、

と
。
さ

ら
に
、
受
大
月
氏

の

「受
」
は
、
安
易

に
意
味
を
通
じ
さ
せ
よ
う
と
す

る
人
に
よ

つ
て

「至
」
と
と
り
違
え
ら
れ
る
。
「授
く
る
を
受

く
」
と

い
う
構
文
を
把
握
し
そ
こ
な
っ
た
人
に
よ

っ
て
、
伊
存
が
使
者

で
あ
る

こ
と
が
見
失
わ
れ
、
か
え

つ
て
景
盧
が
大
月
氏

に
使
い
し
た
と
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
つ
た
、

と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
伊
存
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
日
本
の
学
者
は
と
く
に
見
解
を

月
氏

の
伊
存
に

つ
い
て

(
定

方
)
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月
氏

の
伊
存

に
つ
い
て

(
定

方
)

(2
0
)

発

表

し

て

い

な

い
。

私

は

伊

存

は

西

北

イ

ン

ド

の

碑

文

に

現

わ

れ

る

e
r
j
h
u
n
a
の
音

訳

語

で
あ

る

可
能

性

を

提

案

し

て

み

よ

う
。

コ

ノ
ウ

に

よ

る

タ

フ
テ

ィ
バ
ー

イ
碑

文

に

次

の
よ

う

に
書

い

て
あ

る
。

大
王
グ
ド
ゥ
ヴ

ハ
ラ
の

(治

世

の
)
二
六
年
、

一
〇
三
年
の
ヴ

ァ
イ
シ

ャ
ー

カ
月
第

一
日
、

こ
の
め
で
た
き
半

月
に
、
救

済
者
バ

ラ
サ
ミ
が
息

子
と
娘

と

と
も
に
、
救
済
者

ミ
ラ
の
名
誉

の
た
め
、

カ
バ
太

子

(
e
r
j
h
u
n
a
)
の

(2
1
)

名
誉

の
た
め
、

母
と
父

の
名
誉

の
た
め
に

(
こ
の
)
祠
堂

を
布
施
す
る
。

こ

の

エ
ル
ジ

ュ
ナ

に

つ
い

て

コ

ノ
ウ

は
次

の

よ

う

に

の

べ

て

い

る
。

コ
ー

タ

ン
の
古

サ

カ
語

で

は

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

の
k
u
m
a
r
a(
太
子
)
を

翻

訳

す

る

の

に
a
l
y
s
a
n
a
i
、

の
ち

に

は
e
y
s
a
n
a
i
、
す

な

わ

ち
a
l
z
a
n
a
i
、

(2
2
)

e
z
a
n
a
i
(
y
s
=
z
)と

い

う
語

が

使

わ

れ

た

が
、

エ
ル
ジ

ュ
ナ
を

こ

れ

と

同

一
視

し
た

く

な

る
、

と
。

コ
ノ

ウ
は

カ
バ

を

ク

ジ

ュ
ー

ラ

・
カ

ド

フ

ィ

セ

ス
と

し
、

一
〇

三
年

を
古

サ

カ
暦

で
解

釈

し

て
西

紀

一
九
年

に
相

当

す

る

と

し

て

い

る
。

ベ

イ

リ

イ

の

コ
ー

タ

ン

サ

カ

語

辞
書

に

は

a
l
y
s
a
n
a
a
-
項

目

下

に
e
y
s
a
u
n
a
i

の
形

も

出

て

い
る
。

伊

存

の
発

音

は

カ

ー

ル
グ

レ

ン

伊
 

G
S
R
 
6
0
4
a
 
e
r
/
i
/
y
i

存
 

G
S
R
 
4
3
2
a
 
d
z
'
u
e
n
/
t
s
'
u
n

に

よ

つ
て
、

上

古

音

(
a
r
c
h
a
i
c
)

で
d
z
'
w
e
n
、

中
古

音

(
a
n
c
i
e
n
t
)

で

i
-
d
z
'
u
e
n

に
な

り
、

藤

堂

氏

「
漢

字

語

源

辞

典

」

(
七
二
〇
頁
、

六
九

二
頁
)

に

よ

っ
て
、

上

古

音

(
周
秦

漢

の
発
音
)
e
r
j
h
u
n
a
、
中

古

音

(
階
唐

の
発
音
)
・
d
z
u
e
n
に

な

り
、

い
ず

れ

に

し

て

も
e
r
j
h
u
n
aに

近
い
。
「
存
」
の
語
頭
子
音
は
j
h
よ
り
む
し
ろ
サ
カ
語
系
の

図
y
sに
近

い
が
、

サ
カ
語
の
形
は
や
や
後

の
文
献
に
よ

つ
て
い
る
。

僅
か
な
手
が
か
り
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
を
も
と
に
私
は
次
の
よ
う
に

推
理
し
て
み
る
。
中
国
の
文
献

の

「伊
存
」
と

「
太
子
」
に

つ
い
て
シ

ャ
ヴ

ァ
ン
ヌ
や
ペ
リ
オ
は

「太
子
」
が
正
し
く
、
「伊
存
」
は
そ
の
誤

写
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
両
者
は
実
は
と
も
に
正
し
く
、

一
方
は
音
訳

で
あ
り
浅

一
方
は
意
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
魏
略
の

「伊
存
」
が
ク
ジ

ュ
ー
ラ

・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
か
れ

自
身
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ク
ジ

ュ
ー
ラ
は
西
紀

一
世
紀
の
約
九
十

年
間
を
生
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
か
れ
が

西
暦
前
の
伊
存
で
あ
り
え
た
は
ず
が
な

い
。
し

か
し
、
「
伊
存
」
が
太

子
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、

ク
ジ

ュ
ー
ラ
の
同
族
中
に
そ
の
名
で
呼
ば

れ
た
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う

る
。
そ
し
て
伊
存
が
ク

ジ

ュ
ー
ラ
に
先
だ

つ
こ
と
僅
か
の
時
代
の
人
物
と
す
れ
ば
、
魏
略
の
記

(
2
3
)

事
は
に
わ
か
に
現
実
性
を
帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
、
後
漢
明
帝

の
金
人

の
夢

の
よ
う
な
非
現
実
的
要
素
を
も

つ
後

の
伝
承
よ
り
ず

つ
と
信
頼
性

に
富
む
。

中
国
人
に
な
じ
み
が
な
く
、
現
代
西
洋
の
学
者
の
多
く
が
つ
ま
ず
い

た

こ
の

「伊
存
」
と
い
う
言
葉
は
、
ひ

つ
か
き
ま
わ
さ
れ
た
地
層

の
中

の
化
石
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
層

の
脈
絡
が
い
か
に
か

き
乱
さ
れ
よ
う
と
も
、

こ
の
化
石
ひ
と
つ
が
、

こ
の
地
層
が
西
紀
前
二

年
こ
ろ
に
属
す
る
可
能
性
を
力
強
く
証
明
し
て
い
る
。
し
か
も
得
体

の
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知
れ
ぬ

こ
の
化
石
の
存
在
は
こ
の
記
事
の
神
話
化
を
は
ば
ん
だ
。
(「太

子
」
と
記
す
文
献
の
ほ
う
で
は
老
子
に
因
む
神
話
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
)伊

存
と
い
う

一
般
人
に
は
理
解
し
に
く
い
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
事
実

こ

そ
が
、

こ

の
記

事

が

仏
教

徒

の
た

め

に
す

る

捏
造

で
な

い

こ
と

を

何

よ

り

も

よ
く

物

語

つ
て

い

る
。

1

2
、

3
、

4
、

5
、
S
p
e
c
h
t
:
 
N
o
t
e
 
s
u
r
 
l
e
s
 
J
A
.
1
8
9
0

p
p
.
1
8
0
-
1
8
5

を

み
よ
。

6

7
、

8
、
L
e
v
i
:
 
N
o
t
e
s
 
s
u
r
 
l
e
s
 
J
A
.
1
8
9
7
,
p
p
.

1
4
-
20
を

み
よ
。

9
 
S
p
e
c
h
t
:
 
L
e
s
 
I
n
d
o
-
S
c
y
t
h
e
s
 
e
t
 
I
'
e
p
o
q
u
e
 
d
u
 
K
a
n
i
-

ch
k
a
,
 
J
A
.
1
9
8
7
,
 
p
p
.
1
6
6
-
1
9
1

を
み
よ
。

1
0
 1
1
、1
2
、
L
e
v
i
:
 
L
e
s
 
I
n
d
o
-
S
c
y
t
h
e
s
 
e
t
 
I
'
e
p
o
q
u
e

J
A
.
 
1
9
0
0
,
 
p
p
.
4
5
0
-
4
6
8

を
み
よ
。

C
h
in
a
,
 
M
S
O
S
 
1
3
,
 
p
p
.
2
9
5
-
3
0
5
.

(
未

見
)

1
8
 W
a
r
e
:
 
W
e
i
 
s
h
o
u
 
o
n
 
B
u
d
d
h
i
s
m
,
 
T
'
o
u
n
g
 
p
p
.
1
1
0

-
1
1
1
.

19
 

こ
れ
ら

の
学

者

の
文
献

に
つ
い
て
は
鎌
田
茂
雄

『
中

国

仏

教

史
』
(
岩

波
全
書
)

16
頁
24
頁
等
参
照
。

特
に
重

松
氏

の
論
文
を
み
ら
れ

た
い
。

20
 

史
学

雑
誌
三
五
-
七

の
五
九
四
頁

に
、

重
松
俊
章

が

伊
存
=
I
n
s
i
h
a
r
a

に
あ
ら
ざ
る
か

と
質
問
し

た
と
あ
る
。

21
 
K
o
n
o
w
:
C
I
I
,
 
I
I
-
1
,
 
K
h
a
r
o
s
t
h
i
 
p
.
6
2
.

2
2
 E
m
m
e
r
i
c
k
:
 
S
a
k
a
 
G
r
a
m
m
a
t
i
c
a
l
 
p
.
2
.

23
 

白
鳥
が
魏
略

の
伝
を
否
定
す
る
理
由

は

「
元
寿
元
年

の
こ
ろ

に
は
大
月

氏
は

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ

ュ
山
脈

の
北
に

い
て
、
ま
だ
仏
教
を
知

ら
ず
、

ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒

だ

つ
た

か
ら
」
(
趣
旨
)
で
あ
る
。

し

か
し
、
大
月
氏
が

西
紀
前
に

バ
ク
ト
リ
ア
に

い
て
仏
教
を
知
る

こ
と
は
不
可
能

で
は
な
い
。

◎
哀
帝
時
仏
教
伝
来
記
録
集

(
配
列
は

ほ
ぼ
年
代
順
)

-
一

般
の
史
書

三

国

志

嚢

松

之

注

昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
子
景
盧
受
大
月
氏
王
使
伊
存

口
受
浮
屠
経

世

説

新

語

劉

孝

標

注

昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
子
景
慮
受
大
月
氏
王
使
伊
存

口
伝
浮
屠
経

魏
書
釈

老
志

哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
子
秦
景
憲
受
大
月
氏
王
使
伊
存
口

授
浮
屠
経

階

書

巻

三
五

哀
帝
時
博
士
弟
子
秦
景
使
伊
存
口
授
浮
屠
経

通

典

巻

一
九
三

昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
士
景
匿
受
大
月
氏
使
王
使
伊

存

口
授
浮

図
経

(
北
宋
版
)

〔
殿
版

で
は
秦

景
館
〕

太

平

簑

宇

記

巻

一
八
三

昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
弟
子
景
盧
受
大
月
氏
王
使
伊
存

口
授
浮
図
経

通

志

巻

一
九

六

昔
漢
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
景
匿
受
大
月
氏
使
王
使
伊
存
口

授
浮
図
経

月
氏

の
伊
存

に

つ
い
て

(
定

方
)
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月
氏

の
伊
存

に

つ
い
て

(
定

方
)

文

献

通

考

巻
二
二
六

哀
帝
時
博
士
弟
子
秦
景
使
伊
存
口
授
浮
屠
経

-
仏

教
書

(数
字
は
大
正
大
蔵
経
の
巻
と
頁
)

歴
代

三
宝
紀

4
9
,
2
9
b

哀
帝
世
元
寿
年
中
景
憲
使
於
大
月
氏
国
受
得
浮
図
経

弁

正

論

5
2
,
5
5
2
b

前
漢

哀
帝
時
秦
景

至
月
氏

国
其

王
令

太

子

口

授

浮

図

経

(
レ
ヴ

ィ
の
い
う
P
)

弁

正

論

5
2
,
5
3
4
c

前
漢

哀
帝
時
秦
景
使

月
氏

国
王
令

太
子
口
授
於
景

(
レ
ヴ

ィ
の
い
う
P
)

破

邪

論

5
2
,
4
7
8
c

漢
哀
帝
元
寿
元
年
使
景
憲
往
大
月
氏
国
因
諦
浮
図
経
還
漢

釈

迦

方

志

5
2
,
9
7
0
b

哀
帝
元
寿
年
使
景
憲
往
大
月
氏
国
因
諦
浮
図
経
還
漢

法

苑

珠

林

5
3
,
3
7
8
c

前
漢
哀
帝
元
寿
年
使
景
憲
往
大
月
氏
国
因
諦
浮
図
経
還
漢

広

弘

明

集

52
,
1
0
1
a

哀
帝
元
寿
中
景
憲
受
大
月
氏
王
口
授
浮
図
経

広

弘

明

集

5
2
,
1
0
1
a

前
漢
哀
帝
時
秦
景
使
月
氏
国
王
令
太
子
口
授
於
景

集

沙

門
…
…

5
2
,
4
5
6
b

哀
帝
元
寿
中
使
景
憲
往
大
月
氏
国
因
諦
浮
図
経
還

集

沙

門
…
…

5
2
,
4
7
0
a

前
漢
哀
帝
元
狩
中
秦
景
使
月
氏
国
王
令
太
子
口
授
於
景

頸

正

論

5
2
,
5
6
5
b

至
哀
帝
元
寿
元
年
博
士
景
憲
受
大
月
氏
王
使
伊
存
口
授
浮

図
之
経

仏

祖

統

紀

4
9
,
3
2
9
a

元
寿
元
年
遣
景
憲
使
大
月
氏
得
其
王
口
授
浮
図
経
還

仏
祖
歴
代
通
載

4
9
,
5
0
6
b

景
憲
使
西
域
大
月
氏
王
令
木
子
口
投
献
浮
図
経

(東
海
大
学
教
授
)
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